
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
液体またはペースト状製品 (Ｐ )の包装と分配のための装置において、一方では、上部にお
いて、
上端 (31)が外部に突出し、内部の下端が弾性変形膜 (4)に当接する要素と、排出孔 (41)の
閉塞要素を備えているノズルを形成する管 (3)が軸方向に貫通しているキャップ (2)によっ
て、他方では、下部において内側に可動性の底 (5)によって気密に閉鎖された製品 (Ｐ )の
容器 (1)の上部に位置する排出孔 (41)を備えた、弾性変形膜 (4)で主として構成され、
弾性変形膜 (4)が上端に排出孔 (41)を備え、下縁が断面がＵ字形のブッシュ (42)に取り付
けられたほぼ円錐台の軸弁 (40)によって構成され、前記ブッシュが容器 (1)の内壁に沿っ
て、延長自在な細いスカート (43)によって上方に伸長し、スカートの上部は、容器 (1)上
の固定フランジ (44)に接続されていることを特徴とする装置。
【請求項２】
請求項１に記載の装置において、
前記キャップ (2)が、弾性変形膜 (4)の固定フランジ (44)を閉じこめて容器 (1)の上部に被
せられることを特徴とする装置。
【請求項３】
請求項１～２の何れか一つに記載の装置において、
弾性変形膜 (4)の上のノズル (3)の前記当接要素が、閉塞要素を取り囲む周縁冠 (32)によっ
て構成されることを特徴とする装置。
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【請求項４】
請求項３に記載の装置において、
前記冠 (32)の下縁が、円錐台のクラウン (32a)を担持することを特徴とする装置。
【請求項５】
請求項１～４の何れか一つに記載の装置において、
排出孔 (41)の前記閉塞要素が、少なくとも１つの側面開口 (35)によってノズル (3)の内部
導管と連通している空洞 (34)をその周囲に形成する中心突起 (33)で構成されていることを
特徴とする装置。
【請求項６】
請求項１～５の何れか一つに記載の装置において、
前記可動底 (5)が、一方では、常に製品 (Ｐ )と接触するための、弾性変形する、凸状の上
部壁 (51)を、他方では、容器 (1)の内部側面に押し当てられるための周縁側壁 (52)を有す
るほぼ円筒状のノズルの方に摺動し、自己閉塞する要素で構成されることを特徴とする装
置。
【請求項７】
請求項６に記載の装置において、
可動底 (5)の上部壁 (51)の周縁 (50)が、底 (5)が上昇したときの容器 (1)の内側側面上の製
品 (Ｐ )の掻き取りと容器の下部気密を同時に確保する形状を有することを特徴とする装置
。
【請求項８】
請求項６または７の何れかに記載の装置において、
可動底 (5)が、さらに、底 (5)の閉鎖を強化するために先端が容器 (1)の内面に当接する下
方に傾いた軟質薄板のクラウン (53)を上部壁 (51)の下に備えていることを特徴とする装置
。
【請求項９】
請求項１～８の何れか一つに記載の装置において、
ノズル管の上端 (31)に分配口 (6)が被せられていることを特徴とする装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
【０００２】
本発明は液体またはペースト状製品の包装と分配のための装置に関するものである。
【０００３】
【従来の技術及び発明が解決しようとする課題】
【０００４】
一方では、上部において、上部先端が外部に突出したノズルを形成する管が軸方向に貫通
しているキャップによって、他方では、下部において内側に可動性の底によって気密に閉
鎖された容器内に製品を圧縮する手段などを含む包装と分配のための装置が存在する。
【０００５】
しかしながら、従来の装置において、圧縮手段は一般的に戻りバネを備えたポンプで構成
されている。
【０００６】
しかるに、かかるポンプが存在するために、多種多様な材料の実現された多数の部品の組
立によって装置が構成されている限りにおいて、装置は複雑かつ高価になる。
【０００７】
本発明の目的は先行技術の諸問題を十分な形で解決することを目的とする。
【０００８】
【課題を解決するための手段】
【０００９】
本発明の課題を解決するための手段は、下記のとおり。
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【００１０】
第１に、液体またはペースト状製品 (Ｐ )の包装と分配のための装置において、一方では、
上部において、上端 (31)が外部に突出し、内部の下端が弾性変形膜 (4)に当接する要素と
、排出孔 (41)の閉塞要素を備えているノズルを形成する管 (3)が軸方向に貫通しているキ
ャップ (2)によって、他方では、下部において内側に可動性の底 (5)によって気密に閉鎖さ
れた製品 (Ｐ )の容器 (1)の上部に位置する排出孔 (41)を備えた、弾性変形膜 (4)で主として
構成され、前記膜 (4)が上端に排出孔 (41)を備え、下縁が断面がＵ字形のブッシュ (42)に
取り付けられたほぼ円錐台の軸弁 (40)によって構成され、前記ブッシュが容器 (1)の内壁
に沿って、延長自在な細いスカート (43)によって上方に伸長し、スカートの上部は、容器
(1)上の固定フランジ (44)に接続されていることを特徴とする装置。
【００１１】
第２に、第１に記載の装置において、前記キャップ (2)が、前記膜 (4)の固定フランジ (44)
を閉じこめて容器 (1)の上部に被せられることを特徴とする装置。
【００１２】
第３に、上記第１～２の何れか一つに記載の装置において、膜 (4)の上のノズル (3)の前記
当接要素が、閉塞要素を取り囲む周縁冠 (32)によって構成されることを特徴とする装置。
【００１３】
第４に、第３に記載の装置において、前記冠 (32)の下縁が円錐台のクラウン (32a)を担持
することを特徴とする装置。
【００１４】
第５に、第１～４の何れか一つに記載の装置において、排出孔 (41)の前記閉塞要素が少な
くとも１つの側面開口 (35)によってノズル (3)の内部導管と連通している空洞 (34)をその
周囲に形成する中心突起 (33)で構成されていることを特徴とする装置。
【００１５】
第６に、第１～５の何れか一つに記載の装置において、前記可動底 (5)が、一方では、常
に製品 (Ｐ )と接触するための、弾性変形する、凸状の上部壁 (51)を、他方では、容器 (1)
の内部側面に押し当てられるための周縁側壁 (52)を有するほぼ円筒状のノズルの方に摺動
し、自己閉塞する要素で構成されることを特徴とする装置。
【００１６】
第７に、第６に記載の装置において、可動底 (5)の上部壁 (51)の周縁 (50)が、底 (5)が上昇
したときの容器 (1)の内側側面上の製品 (Ｐ )の掻き取りと容器の下部気密を同時に確保す
る形状を有することを特徴とする装置。
【００１７】
第８に、第６または７の何れかに記載の装置において、可動底 (5)がさらに、底 (5)の閉鎖
を強化するために先端が容器 (1)の内面に当接する下方に傾いた軟質薄板のクラウン (53)
を上部壁 (51)の下に備えていることを特徴とする装置。
【００１８】
第９に、第１～８の何れか一つに記載の装置において、ノズル管の上端 (31)に分配口 (6)
が被せられていることを特徴とする装置。
【００１９】
【発明の実施の形態】
【００２０】
本発明によれば、上記目的は一方では上部において上部先端が外部に突出したノズルを形
成する管が軸方向に貫通しているキャップによって、他方では、下部において内側に可動
性の底によって気密に閉鎖された容器内に製品を圧縮する手段などを備え、前記圧縮手段
が容器の上部に位置する中央排出孔が開けられた、弾性変形膜を備え、ノズルの内部の下
端が一方では前記膜に当接する要素を、他方では、前記排出孔の閉塞要素を備えているこ
とを特徴とする液体またはペースト状製品の包装と分配のための装置によって達成される
。
【００２１】

10

20

30

40

50

(3) JP 3544786 B2 2004.7.21



有利な特徴によれば、前記膜は上端が排出孔を備え、下縁が断面がＵ字形のブッシュに取
り付けられたほぼ円錐台の軸弁によって構成され、前記ブッシュは容器の内壁に沿って、
延長自在な細いスカートによって上方に伸長し、スカートの上部は、容器上の固定フラン
ジに接続されている。
【００２２】
特定の実施態様によれば、前記キャップは前記膜の固定フランジを閉じこめながら容器の
上部に被せられる。
【００２３】
別の特徴によれば、膜の上のノズルの前記当接要素は閉塞要素を取り囲む周縁冠によって
構成される。
【００２４】
前記冠の下縁は、好適には、円錐台のクラウンで構成される。
【００２５】
さらに別の特徴によれば、排出孔の前記閉塞要素は少なくとも 1つの側面開口によってノ
ズル内部の導管と連通している空洞をその周囲に形成する中心突起で構成されている。
【００２６】
本発明の別の様態によれば、前記可動底は、一方では、常に製品と接触するための、弾性
変形する、凸状の上部壁を、他方では、容器の内部側面に押し当てられるための周縁側壁
を有するほぼ円筒状のノズルの方に摺動し、自己閉塞する要素で構成される。
【００２７】
好適には、可動底の上部壁の周縁は底が上昇したときの容器の内側側面上の製品の掻き取
りと容器の下部気密を同時に確保する形状を有する。
【００２８】
補足的変型によれば、可動底はさらに、底の閉鎖を強化するために先端が容器の内面に当
接する下方に傾いた軟質薄板のクラウンを上部壁の下に備えている。
【００２９】
最後に、ノズル管の上端には分配口が被せられている。
【００３０】
本発明による装置は、少数の部品でしか構成されていないので極めて単純である。
【００３１】
さらに、これらの部品の組立は非常に容易である。
【００３２】
この装置は金属部品を一切含まず、そのため容易にリサイクル可能である。
【００３３】
完全に気密な包装並びに製品の効果的な分配を保証し、化粧品や医薬品分野に主として用
途が見いだされる。
【００３４】
本発明は、付属の図面を参照して下記の説明を読むことによって一層よく理解できるだろ
う。
【００３５】
【実施例】
【００３６】
図１は、本発明による装置の第１の実施態様の断面図を示し、図１中の１ａ、１ｂ、１ｃ
は、動作の各段階における実施態様の断面図を示している。
【００３７】
図２は、本発明による装置の第２の実施態様の断面図を示している。
【００３８】
図１ａ、１ｂ、１ｃに示した装置は、液体またはペースト状の製品Ｐの包装と分配を目的
とする。従って、この製品は粘度が高くてもよく、クリーム状であってもよい。
【００３９】
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装置は、製品Ｐを排出することのできるように、容器１内に製品Ｐを圧縮する手段を主と
して備えている。
【００４０】
容器１は、一方では、上部においてキャップ２によって、他方では、下部において内側に
可動性の底５によって気密に閉鎖されている。キャップ２には、ノズルを形成する管３が
軸方向に貫通している。管３の上端３１とその内部の導管は、突出し、外部に開口してい
る。
【００４１】
場合によっては、分配口６がキャップ２の上で管３の上端に被さっている。
【００４２】
容器１内に製品Ｐを圧縮する手段は、弾性変形自在な膜４を備えている。
【００４３】
膜４には、中央排出孔４１が貫通し、容器１の上部に位置している。
【００４４】
膜４は、上端が排出孔４１を備え、下縁が断面がＵ字形のブッシュ４２に取り付けられた
ほぼ円錐台の軸弁４０によって構成される。ブッシュ４２は、容器１の内壁に沿って、延
長自在な細いスカート４３によって上方に伸長し、スカートの上部は、容器１上の環状の
固定フランジ４４に接続されている。
【００４５】
環状のフランジ４４は、好適には容器１の頚部１０に合わせた肩部４５を備えている。
【００４６】
この構成において、キャップ２はフランジ４４に当接して、フランジ４４の肩部４５をそ
の側壁と頚部１０の外面の間に閉じこめて頚部１０に被さっている。
【００４７】
他方、キャップ２の下縁は、容器１の肩部１１に当たり、肩部１１の上で容器の頚部１０
に配置された円筒状の区分１２に強制的に嵌合されている。
【００４８】
ノズルの管３の内側下端は、一方では膜４に当接する要素を、他方では排出孔４１を閉塞
する要素を備えている。
【００４９】
膜４の上の管３の内側下端の当接要素は、孔４１の閉塞要素を囲繞する周縁冠３２によっ
て構成される。
【００５０】
冠３２の下縁は、ブッシュ４２に当接する円錐台のクラウン３２ａを担持している。
【００５１】
クラウン３２ａは、ブッシュ４２に対する当接力が均一になるように冠３２の上部より大
きな幅と直径を有する。
【００５２】
排出孔４１の閉塞要素は、少なくとも１つの側面開口３５によって管３の内部導管と連通
している空洞３４をその周囲に形成する中心突起３３によって構成されている。
【００５３】
可動底５は、ほぼ円筒状のノズルの上方に摺動し、自己閉塞する要素で構成される。この
要素は一方では、常に製品Ｐと接触するための、弾性変形する、凸状の上部壁５１を、他
方では、底５が下に戻らないようにするために容器１の内部側面に押し当てられるための
周縁側壁５２を有する。
【００５４】
可動底５の上部壁５１の周縁５０は、底５が上昇したときの容器１の内側側面上の製品Ｐ
の掻き取りと前記容器の下部気密を同時に確保する形状を有する。
【００５５】
図１ｂに示した如く、口６に手で圧力Ｆが加えられると管３が下がり冠３２のクラウン３

10

20

30

40

50

(5) JP 3544786 B2 2004.7.21



２ａがブッシュ４２に当接し、それによって膜４のスカート４３が伸長し、ブッシュ４２
のピストン作用によって容器１内の製品Ｐが圧縮される。
【００５６】
製品Ｐ内に生じた過圧によって突起３３の周囲の排出孔４１が開いて、空洞３４が充填さ
れ、管３の内部導管３１ａを介して、外部に製品Ｐが排出される。
【００５７】
従って、分配される製品の量は、スカート４３の伸長に直接左右される。
【００５８】
容器１内に発生した過圧は、さらに底５の凸状上壁５１の弾性変形を、もっと正確には、
平坦化を引き起こす。この変形は、壁５１の周縁５０への当接の強化となって表れ、底５
の降下が完全に阻止される。同時に、側壁５２が消去され突っ張りが一時的に消失する。
【００５９】
口６がゆるんだとき、管３が上昇して膜４を解放するので、膜は元の形状と位置を回復す
る。
【００６０】
この閉鎖位置で、孔４１は再度突起３３によって閉塞される。
【００６１】
用量の製品Ｐが排出されるので、膜４の戻りによって、しかしながら容器内に負圧が発生
するが、すぐに底５の上昇によって補償され、製品Ｐとの接触が維持される。
【００６２】
底５は容器１の内部側面に対して底の側壁５２が滑動して上方に誘導されて摺動する。こ
の運動は突っ張りが一時的に消失することによって可能になり、容器の内部側面の掻き取
りを伴う。
【００６３】
膜４が閉鎖位置に戻ると、底５は元の形に戻り、側壁５２の突っ張りが再度生じて新しい
平衡位置での底５の閉塞を確保する。
【００６４】
図２に示した実施態様では、可動底５はさらに、下方に傾いた軟質薄板のクラウン５３を
上壁５１の下に備えている。薄板のクラウン５３の自由端は容器１の内面に当接して底を
閉塞位置にさらに強固に保持する。
【００６５】
薄板のクラウン５３は、上壁５１と一体で、下方に突出している中央ソケット５４に固定
されている。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明による装置の第１の実施態様の断面図を示している。
【図２】本発明による装置の第２の実施態様の断面図を示している。
【符号の説明】
Ｐ　ペースト状製品
１　容器
２　キャップ
３１　上端
３２　周縁冠
３３　中心突起
３４　空洞
３５　側面開口
４　弾性変形膜
４０　軸弁
４１　排出孔
４２　ブッシュ
４３　スカート
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４４　固定フランジ
５　可動底
５０　周縁
５１　上部壁
５２　周縁側面壁
６　分配口

【 図 １ 】 【 図 ２ 】

(7) JP 3544786 B2 2004.7.21



フロントページの続き

(72)発明者  エルヴェ　ロンペック
            フランス共和国，７６１１７　アンシュヴィル，アンパス　アナトル　フランス，３
(72)発明者  ピエール　アミエル
            フランス共和国，９２２００　ヌイル　シュール　セイン，リュ　エドゥアール　モルチエ，３７

    審査官  川本　真裕

(56)参考文献  実開昭６０－０３８２７０（ＪＰ，Ｕ）
              特表平０５－５０７３６１（ＪＰ，Ａ）
              実開昭６０－０８４５６６（ＪＰ，Ｕ）

(58)調査した分野(Int.Cl.7，ＤＢ名)
              B65D 47/34
              B65D 83/76

(8) JP 3544786 B2 2004.7.21


	bibliographic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

